
太陽光発電 

 

〈太陽光発電の取り組み〉 

めじろ台第一会館に太陽光パネルを組み立

てました。 

太陽光パネルを活用したイベント｢ホット

ケーキづくり｣を開催しています。 

前回の｢ホットケーキづくり｣には、地域住

民の方が 40人ほど参加してくれました。 

 

 

 

〈ホットケーキづくり〉 

めじろ台第一会館に設置した太陽光パネル

の下で、ホットプレートを用意して、地域住

民の方にホットケーキを振る舞います。 

太陽光発電の取り組みについて知ってもら

い、地域の方との交流をすることが目的で

す。 

たくさんの方にお越しいただくために、日

時を記したポスターを作成し、地域の掲示

板に貼っています。 

 

 

 

 

 

〈太陽光パネル（ゼミの場合）〉 

1000Wの出力までの家電を使うことができ

ます。｢ホットケーキづくり｣で使用してい

るホットプレートは、700W の出力で 2～3

時間ほど使用し続けると蓄電器の蓄電量は

なくなります。 

 

 

 





グリーンスロー
モビリティ

リチウムイオン電池を用いた
電動バイク

脱炭素に向けた取り組みとして大学周
辺での電動モビリティを使った社会実験
を見学しました。郊外団地に住む高齢者
の足としてこのモビリティは活躍してお
り、近くのスーパーや朝市への交通手段
として使用されています。
この実験は各地域で行われており、将
来的に低炭素型交通の実現に貢献すると
考えられています。

オークションサイトより電動バイク
を購入し、自分たちで清掃、バッテ
リー交換を行い、バイクを走行可能に
しました。後ろに荷台を取り付けるこ
とにより荷物の運搬をすることができ
ます。
リチウムイオン電池は繰り返し充電

することで何度でも使用でき、環境に
配慮したエネルギーとなっています。

＜モビリティ活動＞
・活動概要
脱炭素に向けた取り組みとして環境に配慮したエネル
ギーを使用しているモビリティに携わる活動を行ってい
ます。大学周辺での電動モビリティを使った社会実験に
も携わり、将来的には地域交通、学内交通として作成し
た電動バイクを普及できれば良いと考えています。

～活動内容～

・今後の活動予定
・多摩祭での走行デモンストレーション
・各イベントでの展示、走行





半固体電池と正極活物資NCAを使用した
次世代リチウムイオン電池の製作に挑戦

 半固体電池
挑戦者：経済学部4年生(山﨑セミ)伊勢瑞歩

従来のリチウムイオン電池の事故の多くは、
液漏れに起因している。また、衝撃によるセパ
レータの位置ずれによる正負極の内部短絡に
よる事故も発生している。
本研究は、可燃性の有機溶媒が用いられること
が多い液体状の電解質を使用せず、セパレータ
レスのゲル化した半固体電池の製作を試みた。

 NCA電池
挑戦者：経済学部(山﨑ゼミ) 橋本愛莉

NCAを用いた電池は、高容量、酸素放出の抑制効
果による高安全性、高サイクル特性をもつ。エネ
ルギー密度が高く、放電容量が大きいメリットが
ある。NCAリチウムイオン電池は、ニッケルを
ベースにコバルトとアルミニウムを加えることで
耐熱性を改善し、安全性を高めている。
次世代型NCA電池の製作を試みた。

課題研究：気候変動エネルギー政策研究所と共同研究
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